
 「保育指導技術演習Ⅰ」の授業の紹介 
 

コロナ禍の影響で、「保育指導技術演習Ⅰ」の授業も対面とオンラインとの併用になっています。今回は、

対面とオンラインを併用して行っている授業の様子を紹介します。 

 

 「保育指導技術」というと、「ケンカの仲裁の仕方」とか「子どもに対する注意の仕方」などがまずイメージ

されるかもしれません。そうした直接的な援助技術についても学びますが、基本となるのは、保育を行うに

あたって必要とされる基本的な方法や技術です。 

2021 年度の 4月～5月の授業では、季節の題材である「こいのぼりの制作」をテーマに学びました。 

学習の流れは以下の通りです。 

  

いろいろなこいのぼりのアイディアがあがってきて、それぞれに「どこが楽しいか、工夫しているか」考えました。

     

 

受講生の相互コメント 

 

 

 

 

 

 

緩衝材の素材を生かして、透

明感のあるこいのぼりに仕上

がっていることが良いと思い

ました。素材が工夫されてい

るので、興味を持って制作に

取り組めると思います。 

袋の素材を生かして、すご

い発想だと思いました。袋

に絵を描くので、子どもで

もできると思うのでいいと

思いました。 

絵の具を使って自由に描い

ていて、とても綺麗な感じ

になっていていいなと思い

ました。自分の好きなもの

を描けるのはとても良いと

思いました。 



現在は、指導計画の作成に入っています。保育所・幼稚園・こども園には、「日案」とか「部分保育案」と

言われる指導計画があり、その作成は慣れない間はなかなか大変です。本演習では、基本的な指導計

画作成の仕方を学び、実際に作成・修正を行っています。 

   

はじめは大変でも、少しずつ慣れて、保育実習・教育実習までには少しずつ作成の仕方がわかってきます。 

「子どもたちといっしょに楽しい活動をしたい！」という思いをもって、みんなで学んでいます。 


